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岩
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肖
柏
の
年
譜
と
し
て
は
、
綿
抜
豊
昭
氏
「
牡
丹
花
肖
柏
年
譜
稿
」

が
基
本
的
業
績
と
し
て
必
見
の
も
の
で
あ
り
、
宗
長
の
年
譜
は
、
今

　
　
　
　
　
　
ぱ
ヱ

な
お
大
嶋
俊
子
氏
「
宗
長
年
譜
」
に
替
る
も
の
が
な
い
。
後
進
の
も

の
と
し
て
は
、
銘
々
が
前
記
二
著
に
書
き
込
み
を
し
つ
つ
使
用
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

　
さ
て
、
表
題
と
し
た
『
古
筆
切
集
』
は
、
和
泉
書
院
か
ら
出
版
さ

れ
た
も
の
で
、
写
真
版
と
、
簡
明
な
解
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
論
じ
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
五
七
番
、
牡
丹
花
と
極
め
ら
れ

た
連
歌
懐
紙
切
で
あ
る
。
牡
丹
花
肖
柏
筆
の
書
跡
か
否
か
は
問
う
と

こ
ろ
で
な
く
、
本
文
に
つ
い
て
問
題
と
し
て
み
た
い
。

　
解
説
者
の
解
読
を
ま
ず
掲
て
お
こ
う
。

賦
何
人
連
歌

遠
世
も
か
・
ら
は

風
の
葛
葉
か
な

露
に
ご
・
ろ
を

す
ま
す
あ
さ
ち
ふ

身
に
し
む
や
月
に

色
そ
ふ
空
な
ら
む

や
・
ふ
け
わ
た
る

よ
ひ
の
い
な
つ
ま

聴
雪

肖
柏

宗
長

玄
清

　
右
の
解
読
に
少
し
も
異
議
は
な
い
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
い

さ
さ
か
考
証
を
加
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
こ
の
連
衆
は
、
聴
雪
（
三
条
西
実
隆
）
、
肖
柏
、
宗
長
、

玄
清
と
、
時
の
最
高
実
力
者
達
で
あ
り
、
彼
ら
が
同
座
し
て
い
る
連

歌
の
興
行
日
時
、
場
所
等
を
調
査
し
て
み
る
。
こ
の
部
分
は
、
発
句

か
ら
、
第
四
句
ま
で
の
切
で
あ
り
、
原
文
は
、
さ
ら
に
右
の
部
分
が
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あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
こ
に
興
行
日
時
が
明
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
が
、
そ
の
端
作
の
部
分
が
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
偶
然
に
も
そ
の
部
分
を
推
定
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
『
再
昌
草
』
永
正
五
年
七
月
に
、

　
　
計
日
　
玄
清
張
行
、
宗
祇
追
善
連
歌
発
句

　
　
と
を
き
世
も
か
・
ら
は
風
の
葛
葉
か
な

と
見
え
て
お
り
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
連
歌
懐
紙
切
の
発
句
と
一
致
し

て
い
る
。
綿
抜
氏
「
年
譜
稿
」
に
指
摘
の
通
り
、
同
日
は
好
運
に
も

『
実
隆
公
記
』
も
備
わ
っ
て
お
り
、
同
日
条
に
こ
う
あ
る
。

　
　
今
日
於
玄
清
庵
有
宗
祇
追
善
連
寄
、
予
発
句
所
望
之
間
遣
之
、

　
　
防
一
荷
三
種
送
之
了

　
　
と
を
き
世
も
か
・
ら
は
風
の
葛
葉
か
な

　
以
上
か
ら
見
て
、
こ
の
連
歌
は
永
正
五
年
七
月
三
十
日
、
連
歌
師

玄
清
宅
に
お
い
て
、
宗
舐
追
善
の
た
め
興
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
実
隆
公
記
』
八
月
五
日
紙
背
に
は
、
七
月
計
日
付
の
肖
柏
書
状

が
あ
り
、

　
　
今
日
一
座
事
依
御
発
句
一
入
皆
々
催
感
涙
候
、
宗
長
殊
言
語
道

　
　
断
亡
魂
必
可
令
納
受
之
由
申
候
、

ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
抑
三
種
両
樽
被
送
下
候
、
口
存
寄
之
条
然
而
其
興
難
申
尽
候
、

　
　
帰
牧
、
宗
長
同
可
然
之
様
可
申
入
之
由
候

と
書
い
て
い
る
。
ま
こ
と
に
そ
の
時
の
感
興
思
い
遣
る
べ
き
で
あ
る
。

　
宗
祇
は
門
下
の
連
歌
師
達
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
そ
の
実
力
は
世
を
圧

し
た
大
才
で
あ
っ
た
。
宗
長
の
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
に
よ
れ
ば
、
毎
年

の
忌
日
に
は
、
ど
こ
に
旅
し
て
い
よ
う
と
必
ず
追
悼
の
連
歌
を
作
っ

て
い
る
。
永
正
五
年
に
は
、
実
隆
の
発
句
で
、
百
韻
を
巻
い
て
い
た

が
、
こ
の
断
片
か
ら
冒
頭
四
句
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
箱
根
湯
本
で
宗
舐
が
死
去
し
た
の
は
、
文
亀
二
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
永
正
五
年
は
そ
の
七
回
忌
に
あ
た
る
。
『
再
昌
草
』
に
は
、
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
な
ヨ
　

月
廿
四
日
に
、
宗
長
勧
進
の
品
経
和
歌
の
こ
と
が
見
え
、
『
実
隆
公
記
』

に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
一
連
の
記
事
が
あ
る
。

　
廿
三
日

　
　
抑
明
日
宗
舐
追
善
品
経
和
歌
披
講
事
宗
長
張
行
、
弐
百
疋
、
素

　
　
麺
一
盆
、
食
籠
一
、
桃
一
器
、
茶
等
送
進
上
之
、
防
明
日
経
営

　
　
之
儀
、
湯
漬
以
下
事
招
宗
寿
申
付
之
、
一
夜
馳
走
也

す
な
わ
ち
、
前
日
か
ら
和
歌
披
講
の
た
め
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
廿
四
日

　
　
未
刻
許
各
來
臨
、
品
経
有
披
講
事
、

　
　
冷
泉
大
納
言
読
師
、
四
辻
新
大
納
言
弾
箏
、
甘
露
寺
黄
門
　
飛
鳥

　
　
井
中
納
言
醗
類
苗
批
寄
　
中
御
門
中
納
言
　
相
公
羽
林
　
姉
小
路

　
　
三
位
　
頭
中
将
　
蔵
人
弁
講
師

　
　
肖
柏
　
泰
誰
　
道
堅
　
宗
長
　
玄
清
　
統
秋
朝
臣
　
政
宣
　
孝

　
　
盛
　
兼
久

　
　
講
頒
之
間
所
々
有
付
物
、
其
後
楽
三
、
有
興
、
湯
漬
、
素
麺
等
、
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其
他
土
器
物
、
食
籠
、
数
巡
盃
酌
、
黄
昏
後
各
分
散
、
及
歌
舞
、

　
　
催
懐
旧
之
涙
而
已
、
今
日
儀
尤
有
興

こ
れ
は
、
公
卿
を
始
め
と
す
る
盛
大
な
行
事
で
、
宗
舐
、
実
隆
、
宗

長
ら
の
人
望
と
実
力
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　
　
廿
五
日

　
　
早
朝
宗
長
送
人
、
謝
昨
日
之
事

と
あ
り
、
さ
ら
に
翌
廿
六
日

　
　
肖
柏
、
玄
清
、
宗
長
等
来
、
謝
一
昨
日
事

と
あ
る
の
で
、
地
下
連
歌
師
た
ち
の
主
導
の
も
と
で
こ
の
法
事
が
営

ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
経
済
の
面
で
は
宗
長
が
最
も
働
い
て

い
る
こ
と
も
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
連
の
行
事
の
締
め
く
く

り
と
し
て
柑
日
の
百
韻
連
歌
が
興
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は

玄
清
宅
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
永
正
二
年
に
行
な
わ
れ
た
宗
祇
年
忌
の
百
韻
連
歌
は
、
太

田
武
夫
氏
の
所
蔵
に
か
か
る
巻
子
本
と
し
て
伝
来
し
て
お
り
、
こ
れ

は
原
懐
紙
を
巻
子
に
綴
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
端
作
と
脇

句
ま
で
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
「
永
正
二
年
七
月
廿
九
日

宗
祇
年
忌

賦
山
何
連
歌

　
　
天
か
け
る
玉
や

　
　
こ
の
比
秋
の
風
　
肖
柏

　
　
萩
す
・
き
さ
く

　
　
や
と
の
夕
暮
　
　
宗
長
」

以
下
百
韻
が
全
く
伝
来
し
て
い
る
。
こ
れ
を
根
拠
に
、
問
題
の
連
歌

切
の
端
作
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
復
元
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
「
永
正
五
年
七
月
計
日

宗
祇
年
忌

　
　
賦
何
人
連
歌

　
　
遠
世
も
か
・
ら
は

　
　
風
の
葛
葉
か
な
　
　
聴
雪
」

以
下
と
な
る
。
宗
祇
年
忌
と
し
た
個
所
は
、
あ
る
い
は
、
宗
祇
七
回

忌
等
の
文
字
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
で
考
証
は
一
応
尽
き
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
気
付
い
た
関

連
事
項
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
肖
柏
、
宗
長
ら
の
七
月
計
日
の
動
静
が
こ
こ
で
判
明
し
て
お
り
、

冒
頭
に
示
し
た
二
つ
の
年
譜
に
当
日
の
記
述
を
お
ぎ
な
う
こ
と
が
で

き
る
。
宗
長
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
七
回
忌
に
つ
き
、
か
な
り
の

尽
力
を
し
て
い
る
が
、
『
実
隆
公
記
』
七
月
の
記
事
に
、
品
経
和
歌
、

こ
の
百
韻
と
と
も
に
、
『
宗
長
百
番
連
歌
合
』
の
記
述
が
あ
ら
わ
れ
る
。

一41一



宗
長
に
と
っ
て
、
こ
．
の
自
連
歌
合
は
か
な
り
重
要
な
作
品
で
あ
る
が
、

宗
祇
七
回
忌
が
あ
る
意
味
で
は
目
標
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
　
ま
た
こ
の
当
時
の
連
歌
師
た
ち
の
序
列
も
、
そ
れ
と
な
く
伝
わ
っ

て
来
よ
う
。
玄
清
宅
で
の
興
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
聴
雪
、
肖
柏
、

宗
長
、
玄
清
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
。

　
室
町
後
期
に
な
る
と
、
連
歌
は
あ
ら
か
じ
め
一
順
程
度
を
持
ち
ま

わ
っ
て
、
前
も
っ
て
作
っ
て
お
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
例
が
知
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
、
忌
日
当
日
に
実
隆
が
発
句
を
作
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
連
歌
の
当
座
性
は
健
在
な
の
で
あ
っ
た
。
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歌
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世
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